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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

アスパラガスは XY 型の性染⾊体を有する雌雄異株（雌 XX;雄 XY;超雄;YY）の植物である。
福島県では全雄品種の育成を育種⽬標の⼀つとしているため、⺟本となる超雄株の判別がリア
ルタイム PCR 法によって⾏われてきたが、⼿順が多くコストも⼤きいのが難点であった。 

近年、RM17 マーカーを⽤いる新規判別法が開発されたことから両⼿法の⽐較を⾏ったとこ
ろ、新規判別法は省⼒的でコストも低く抑えられ、短時間で同等の結果が得られることを明ら
かにした。 

                                                            
（１） 播種後 1 か⽉の苗の擬葉約 100mg から DNA を抽出し、超雄判別を⾏う。 
（２） 抽出した DNA は-20℃で保存できることから、半年程度は解析可能である。 
（３） 従来法は 2 回の PCR が必要であるが、新規判別法は 1 回の PCR で完了し、DNA 抽出後 2

時間程度で超雄判別できる（図 1、2）。 
（４） 新規判別法はリアルタイム PCR 解析装置を必要としない。そのため、機器コスト・試薬コ

ストともに 8 割程度削減できる（表 1、2）。 
 
２ 期待される効果 

（１） アスパラガスの超雄株を省⼒的かつ低コストで判別し、品種開発の効率化に寄与できる。 
 
３ 適⽤範囲 

（１） 福島県農業総合センター等のアスパラガス品種育成実施機関 
 
４ 普及上の留意点 

（１） 精度向上のためには、性別が既知の個体を⽐較対象とする DNA 解析が必要である。 
  



 

表 1 判別に⽤いる解析機器の価格 表２ 判別に⽤いる試薬費⽤の⽐較 
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所要時間  （２時間）       （３時間半） 

所要時間  （２時間） 

同じ解析機器を使⽤ 

従来法(千円) 新規判別法(千円)

PCR
TaKaRa PCR Thermal
Cycler Dice® Touch（タ
カラバイオ社）

580 580

リアルタイム
PCR

MiniOpticon リアルタイ
ムPCR解析システム
（Bio-Rad社）

2,800

合計 3,380 580

価格
解析機器名

従来法(円) 新規判別法(円)
DNA抽出 Dneasy Plant Mini Kit 5,600 5,600

GoTaqⓇ Green Master Mix 156 156
AODEF F プライマー 1
AODEF R プライマー 1
Asp1-7sp F プライマー 2
Asp1-7sp R プライマー 2
RM17 F プライマー 1
RM17 R プライマー 1
iQ SYBR Green Supermix 32,000
AODEF 2F プライマー 106
AODEF 2R プライマー 106
AsFF プライマー 53
asparaT7 プライマー 53

合計 38,080 5,758

PCR

リアルタイム
PCR

試薬名
10サンプル当たり

X 

Y 

図 1 従来法及び新規判別法の⼿順・所要時間⽐較 図 2 従来法および新規判別法による 
判別結果の⽐較 


